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校）の 1,198 校の内、何らかの障害のある学生が在籍している機関は 793 校有り、その在
籍率は 66.2％となる。その 793 校の内、聴覚・言語障害学生が 1 人以上在籍する学校する
は 402 校で、50.6％となっている。 
また、何らかの障害のある学生は全国の高等教育機関に 11,768 人おり、全学生の内、
0.37％となる。全障害学生の内 12.6％にあたる 1,488 人が聴覚に障害がある。障害学生の
数は、年々増加している。 
国内の法体制について特筆すべきことは、障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（通称：障害者差別解消法）が 2013 年 6 月 26 日に公布され、２年後実施されること
である。ここで注目されるのは、第 7 条「行政機関等における障害を理由とする差別の禁















































                                                   
2 日本学生支援機構「教職員のための障害学生就学支援ガイド（平成 23年度改訂版）」（2012年）65頁 
3 PEPNet-Japan情報保障評価事業グループ「大学ノートテイク支援ハンドブック」 （株
式会社人間社 2007年） P57 
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H 大学のノートテイクサークルは、学内の支援学生 21 名の内、サークル加盟者は 15 名で





































































































































































































































































































保障を手がかりとして-」Core ethics Vol.7 立命館大学大学院先端総合学術研究科 
 打浪文子・北村弥生(2011)「聴覚障害学生の情報保障への主体性に関する－考察－ノー









学 情報コミュニケーション学科 卒論 
 白澤麻弓・松崎丈・吉川あゆみ・河野純大・松井美奈子・中島亜紀子・萩原彩子・磯
田恭子(2008)「利用者の視点から見た文字通訳技術 手書きノートテイクおよびパソコ






の先進事例に見る障害学生支援室の整備実態～」 学術講演梗概集. E-1, 建築計画 I, 
各種建物・地域施設, 設計方法, 構法計画, 人間工学, 計画基礎 
 吉田仁美・矢野眞和(2008)「高等教育における聴覚障害学生の情報保障ニーズの多様性
―A 女子大学の聴覚障害学生へのインタビューから―」學苑 814 
 高橋亘・宮地絵美（2008）「聾者のための日本語簡易化法―連体修飾のある日本語文の
単文化と形式名詞の意味確定―」完成福祉科学大学紀要第 12 号  
 高橋信雄・高村知子(1995)「聴覚障害学生への講義保障が一般学生にもたらす効果」愛
媛大学教育学部紀要. 第 I 部, 教育科学 42(1) 
 吉川亜由美「聴覚障害学生の心理的支援」（PEPNet-Japan Thipsheet より） 












課題」国立障害者リハビリテーションセンター研究所障害福祉研究部 紀要 31 号 
 花熊曉(2003)「身体に障害を有する学生の修学支援の現状と課題」大学教育実践ジャーナ
ル創刊号 
 田中芳則(2003)「第三分科会 教育現場でのノートテイク 高等教育期間でのノートテ


















ド─ PEPNet-Japan TipSheet 集」」 
 全国障害学生支援センター(2013)「大学案内 2014 障害者版 」 








っている。(2014.2.6 現在 長野大学ホームページ参照) 
v ノートテイク養成講座は、障害学生支援室が外部講師を招いて、実施する。養成講座を受
けなければノートテイカーとして活動することはできない。 
vi 受講生 計 352 人から回答。 
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ix ソフトウェア開発会社 JUSTSYSTEMS による、パソコン用の日本語変換ソフト。 
x インターネット回線を通して、パソコンで打ち込んだ文字をスマートフォンやタブレット
などの機器に配信するシステムのこと。現在、長野大学では入学式や卒業式などの用途に
限り、一部試験的に実施している。 
